
（別紙３）

〜 令和7年2⽉8⽇

（対象者数） 19名 （回答者数） 14名

〜 令和7年2⽉8⽇

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

集団指導枠ではお⼦さんの成⻑を保護者の⽅と⼀緒に共有す
る場をもっと増やしていきたいです。

2

個別指導枠ではお⼦さんの成⻑を保護者の⽅と⼀緒に共有す
る場をもっと増やしていきたいです。

3

ことばの訓練枠ではお⼦さんの成⻑を保護者の⽅と⼀緒に共
有する場をもっと増やしていきたいです。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

集団指導枠では保護者とお話をする機会(電話や⾯談等)を増
やしていきたいです。

2

個別指導枠では保護者とお話をする機会(電話や⾯談等)を増
やしていきたいです。

3

ことばの訓練枠では保護者とお話をする機会(電話や⾯談等)
を増やしていきたいです。

集団指導枠では利⽤⼈数に制限があるので、保護者が求める
だけのご利⽤⽇数の確保が難しい場合があります。

集団指導枠ではお⼦さんの成⻑を保護者と⼀緒に共有する場
をもっと増やしていきたいです。

個別指導枠では利⽤⼈数に制限があるので、保護者が求める
だけの利⽤⽇数の確保が難しい場合があります。

個別指導枠ではお⼦さんの成⻑を保護者と⼀緒に共有する場
をもっと増やしていきたいです。

ことばの訓練枠では利⽤⼈数に制限があるので、保護者が求
めるだけの利⽤⽇数の確保が難しい場合があります。

ことばの訓練枠ではお⼦さんの成⻑を保護者と⼀緒に共有す
る場をもっと増やしていきたいです。

個別指導枠では利⽤児個々に合った教材を⼯夫し、得意なこ
とを⼗分取り⼊れながら課題となっている部分へのアプロー
チをしています。

個別指導枠ではスタッフと利⽤児1対1もしくは1対2で向き合
い、安定した環境での学びを提供しています。

ことばの訓練枠では⾔語聴覚⼠と1対1で向き合い、⾔葉に関
する機能訓練を中⼼に実施しています。

ことばの訓練枠では話し⾔葉の理解や表出ができるようにお
⼦さん1⼈ひとりに合わせた適切なリハビリテーションをお
こなっています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

集団指導枠では⼩集団活動を通し、基本的な⽣活動作やコ
ミュニケーションスキル、スケジュールに沿った過ごし⽅等
を⾝につけます。

集団指導枠ではＳＳＴや⾃⽴課題、季節に合わせた制作活
動、その他室内外での遊び等を提供しています。

○事業所名 のびっこらんど相⾺(児童発達⽀援)

○保護者評価実施期間 令和7年1⽉8⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年 1⽉ 8⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年 2⽉ 10⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

事業所における⾃⼰評価総括表公表


